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{15, 28 |Command Communications Equipment for Nagano Prefectural Police Headquarters

(Information processing system) 1 set }rent ~June／2012 �Communications General Af-

fairs Section, Nagano Prefectural Information Communications Department, Kanto Regional

Police Bureau 692`2 Oaza Minaminagano Aza Habashita Nagano-shi Nagano 380`8510 Japan

TEL 026`233`0110

{15, 28 |Command Communications Equipment for Simane Prefectural Police Head-

quarters }purchase ~12／March／2012 �Communications General affairs Section, Shi-

mane Prefectural Info-Communications Department, Chugoku Regional Police Bureau, 8`1

Mathue-shi Tono-machi 690`8510 Japan TEL 0852`26`0110

{15, 28 |Command Communications Equipment for Okinawa Prefectural Police Head-

quarters (Information processing system) 1 set }rent ~April／2012 �Communications Ge-

neral affairs Section, Okinawa Prefectural Information Communications Department, Kyushu

Regional Police Bureau 1`2`2 Izumizaki Nahashi 900`0021 Japan TEL 098`862`0110

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 24年４月 11日
独立行政法人国立長寿医療研究センター

総長 大島 伸一
◎調達機関番号 616 ◎所在地番号 23

〇第 13号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 22、31

] 導入計画物品及び数量 ＭＲＩ（1•5）
一式

^ 調達方法 購入等
_ 導入予定時期 平成24年度10月以降
` 調達に必要とされる基本的な要求要件

{ 静磁場強度が1•5テスラ以上の超伝導Ｍ
ＲＩ装置であること。

| マグネット本体はコンパクトな設計で、
広い領域において良好な静磁場均一性を有
すること。

} ガントリーは開口部が広く、検査時の被
検者への圧迫感を軽減する配慮がなされた
設計であること。

~ 頭頸部、躯幹部、四肢、心臓など全ての
領域において高精細な画像を短時間で撮像
可能であり、解析機能が充実していること。

� 各撮像領域に対応した高Ｓ／Ｎの受信ま
たは送受信コイルを有し、その設計は検査
効率を充分に考慮したものであること。

� 造影および非造影のＭＲＡが撮像可能で
あること。

‚ ＤＴＩおよびfunctional ＭＲＩが可能で
あること。

ƒ 操作コンソールはワークフローを考慮し
操作性に優れ画像の高速処理、多機能を可
能にしていること。

„ ＤＩＣＯＭ 3•0に対応しており、将来の
機能拡充に対応できること。

… 迅速な保守体制及びユーザー支援体制を
有すること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成24年５月28日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提出先 〒474`8511 愛知県大府市森岡町
源吾35 国立長寿医療研究センター財務経理
課長 中村 晃康 電話0562`46`2311 内
線2601

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
\ 交付期間 平成24年４月11日から平成24年
５月28日まで。

] 交付場所 上記２]に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
下記のとおり開催する。
\ 開催日時 平成24年４月23日14時00分
] 開催場所 センター会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。
なお、本公表内容は予定であり、変更するこ
とがあり得る。

６ Summary

\ Classification of the products to be pro-

cured : 22, 31

] Nature and quantity of the products to be

purchased : Magnetic Resonnance Imaging

System 1 set

^ Type of the procurement : purchase

_ Basic requirements of the procurement :

{ The system must be a superconductive

imager with field strength of more than

1.5 Tesla.

| The system should own a compact

magnet with a wide range of field ho-

mogeneity.

} The system must have a gantry with

wide bore to maximize patientsÐ comfort.

~ Images of the head and neck, body, ex-

tremities and heart must be taken at high

speed with high spatial resolution. Func-

tion for image analysis should be substan-

tial.

� The system must have transmitter

and／or receiver coils designed for each

area of the body, which allow efficient

data acquisition with a high signal-to-

noise ratio.

� Magnetic resonance angiography with

or without contrast administration

should be possible.

‚ DTI and functional MRI should be pos-

sible.

ƒ The console should have many func-

tions, superior operation system and

should process images with high speed.

„ The system should be based on DICOM

3.0 format and should have sufficient fle-

xibility to the system upgrading in future.

… The system and its users should be sup-

ported by an appropriate and prompt

maintenance service.

` Time-limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 00 P.MMay 28th, 2012

a Contact point for the notice : Akiyasu

Nakamura, Director, Accounting Division,

National Center for Geriatrics and Ge-

rontology, 35 Gengo, Morioka-cho, Obu-shi,

Aichi-ken 474`8511, Japan. TEL 0562`

46`2311 ext. 2601

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 24年４月 11日

国立大学法人金沢大学長 中村 信一
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 17

〇第１号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 14

] 導入計画物品及び数量 情報教育・研究用
コンピュータシステム 一式

^ 調達方法 借入
_ 導入予定時期 平成24年度３月以降
` 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 実習用計算機システム
ａ 高速・大容量計算サーバ群は、多数の
ユーザの同時使用が快適に行えるため
に、多数の高速ＣＰＵと大容量の主メモ
リを持つこと。また、大きなスワップファ
イルやスクラッチファイルに応える大容
量の２次記憶装置をもつこと。これまで
研究用に開発してきた既存のソフトウェ
アが即実行可能なＳＭＰ計算サーバ、及
びコストパフォーマンスが高いＰＣクラ
スターから構成されること。
ｂ 大容量ファイルサーバは、多数のユー
ザに対して高速なデータ転送性能と十分
な記憶容量を持ち、全ユーザのファイル
管理を一元的に運用できること。
ｃ 実習用ＰＣシステム一式は、30台以上
の端末ＰＣと管理用ＰＣから構成される
こと。各端末ＰＣはLinuxとWindows

の両ＯＳが使え、それぞれ管理用ＰＣで
ユーザ管理等ができること。また、実習
の結果出力用のプリンタを１台備えるこ
と。

œ
›


		2012-04-10T16:03:06+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




